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はじめに
本稿は，後古典期後期，メキシコ盆地周辺の自然現象や災害に関する史
料を取り上げ，どのような内容が記録されているかを見るとともに，いく
つかの事例の記述を検討するものである。まず，１．ではアステカ期の史料
について概観し，２．と３．で史料に記載された具体的な内容を見る。その
上で，４．と５．では，既存の研究によって提示されている情報から抜け落
ちた情報があることを指摘し，実際の史料の記述を見ることで新たな情報
や知見がもたらされる可能性を検討したい。
＊専修大学文学部准教授
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１．「アステカ王国」とその史料
いわゆるアステカ王国（１４２８～１５２１年）の歴史に関する史料は，メソア
メリカの他の時代や地域のものと大きく異なる１）。１５１９～２１年のコルテス
率いる征服戦争の結果，メシーカ人の都市テノチティトランは徹底的に破
壊され，スペイン人の植民都市であるメキシコ市へと姿を変えた。ヌエバ
・エスパーニャ副王領の中心都市として機能したメキシコ市は，独立後に
メキシコの首都となった。現在，メキシコ市中心部はユネスコ世界遺産に
指定されるほど多くの歴史的建造物が立ち並んでおり２），テノチティトラ
ンの遺構はその中心部のうちの限られた箇所のみが発掘されている。
このように，全面的な発掘調査は困難で，必ずしも考古学資料に恵まれ
ているとは言えない一方で，征服時およびその直後から多くの文字史料が
残された。征服戦争に参加したエルナン・コルテス，ベルナール・ディア
ス・デル・カスティージョ，無名征服者のほか，征服後まもなく布教活動
を開始した修道士らが書き残したクロニカ（crónica）と呼ばれる記録文
書類が多く存在する３）。
とはいえ，アステカ社会を知るための史料になるのはヨーロッパ人が書
き残した「文字史料」だけではない。メソアメリカでは，古くからマヤ文
字に代表されるような文字が使用され，石碑などに刻まれただけでなく，
絵文書（códice, codex）と総称される書物にも記されてきた。征服以前に
作成された絵文書はほとんどが征服時あるいは征服直後に破壊されたが，
絵文書製作の伝統は，概ね１６世紀末までは維持された４）。
その一方，征服後の社会ではヨーロッパからもたらされたラテン文字を
用いた文書も先住民エリート層の間で急速に広まった５）。その結果，１６世
紀後半から１７世紀前半にかけて，アルファベット表記のナワトル語やスペ
イン語の文書が多く作成された。これらは広く「先住民クロニカ」と呼ば
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れる。また，先住民貴族の血を引く混血者や，先住民とスペイン人の共同
作業の結果として残された文書も多く存在することから，近年では「ナワ
トル伝統の歴史文書（fuentes o historias de tradición náhuatl）」という括
り方によって，「（スペイン人の）クロニカ」と「先住民クロニカ」という
二分法に捉われない名称を用いる研究者もいる６）。
これら史料に記された内容は，アステカ王国期に関するものが多いが，
後古典期前期や，テノチティトラン，テツココ，トラコパンによる三都市
同盟成立以前の情報を含むこともある。以下では，本稿の主題に関する記
述が含まれる代表的な文書の内容を見ていくことにする。
２．クロニカの記述
メキシコ盆地の自然現象および災害に関わる記述を含むスペイン人側の
主な記録文書としては，ドミニコ会士ディエゴ・ドゥランが１６世紀後半に
書いた『ヌエバ・エスパーニャ誌』や，フランシスコ会士フアン・デ・ト
ルケマダが１７世紀初頭に著した『インディアス王国誌』（１６１５年，セビー
リャ刊）がある７）。また，先住民情報提供者から得た膨大な情報をフラン
シスコ会士ベルナルディーノ・デ・サアグンがまとめた『フィレンツェ文
書』（『ヌエバ・エスパーニャ総覧』）は，「アステカの百科全書」と呼ばれ
る重要史料である８）。
他方，先住民の子孫による代表的なクロニカとしては，以下のものがあ
る。エルナンド・デ・アルバラード・テソソモクが１５９８年頃にスペイン語
で著した『クロニカ・メヒカーナ』と１６０９年頃にナワトル語で書いた『ク
ロニカ・メシカヨトル』は，メシーカ王家の正史を主に綴ったものである９）。
フェルナンド・デ・アルバ・イシュトリルショチトルが１６世紀末から１７世
紀前半にスペイン語で著した『トルテカ人とチチメカ人に関する歴史報告
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書 Sumaria relación de todas las cosas...』，『テスココ王国史 Compendio his-
tórico del reino de Texcoco』，『ヌエバ・エスパーニャの歴史 Historia general
de la Nueva España（チチメカ人の歴史Historia de la nación chichimeca）』
をはじめとする歴史記述は，彼の家系と関係の深かったテツココ王国の情
報を多く含む１０）。また，メキシコ盆地南東部のチャルコ地方の貴族家系出
身のドミンゴ・チマルパイン・クァウトレワニツィンは，現代の歴史研究
者によって『歴史報告書集 Diferentes historias originales』と総称される８
編の歴史文書，さらには『日記 Diario』と呼ばれる文書を記しており，
これらのほとんどはナワトル語の年代記的記述である１１）。
まずはクロニカの記述がどのようなものであるかを，１５世紀半ばにメキ
シコ盆地で起こった大飢饉の記述を例に見ておきたい。アルバ・イシュト
リルショチトルの『ヌエバ・エスパーニャの歴史』第４１章は「かつて当地
で起こった飢餓と飢饉，ならびにいかなる理由でトラシュカラン〔トラス
カラ〕，ウェショツィンコ〔ウェホツィンゴ〕，チョルーラン〔チョルーラ〕
が帝国に対し戦争を仕掛けたかについて扱う」と題されている。同章の前
半部分はこの飢饉についての記述となっている。
豊富な食糧と人々の多大な努力によって，帝国の状況は多大なる
繁栄にあった（それは，険しい山々や山岳地帯までもが畑で占め
られたりその他の形で利用されていたほどで，この当時のもっと
も小さな村ですら，今日のヌエバ・エスパーニャの最大の都市よ
りも多くの人口を抱えていたと，当時の王たちの人口記録からは
読み取られる）。されども，この世の物事は様々に移ろいゆくの
であり，（この時に起こった，最大級のもののように）災害にも
マトラクトリ・トチトリ
事欠かない。１０の兎と呼ばれる１４５０年には，過剰なまでの降
雪があった。全土に雪が降り，多くの場所で人の背丈の１．５倍に
まで積もった。これによって多くの家々が損壊・倒壊し，木々や
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植物はすべて枯れた。全土があまりにも冷え込んだため，酷い風
邪が流行し，多くの人々，とりわけ高齢者が死んだ。続く３年間
は，あらゆる畑と大地の収穫物が失われ，それに合わせて人々の
大半が死に絶えた。その翌年に当たる１４５４年の初頭には，大規模
な日蝕が起こった。その後，病はいっそう勢いを増し，誰ひとり
として生き残らないと思われるほど多くの人々が死んでいった。
当地に降りかかった被害と過度な飢餓によって，多くの者は，こ
の災害が起こらなかったトトナカパン〔トトナカ〕地方のトウモ
ロコシとの物々交換に自分の子供たちを差し出した。同地方の
人々はかなりの偶像崇拝者であったため，買い求めた奴隷はこと
ごとく神々に生贄として捧げていた。彼らは，それらの神々のお
かげで同地で同じような災害が起きないのだと考えていたのであ
る。ネサワルコヨツィン〔テツココ王ネサワルコヨトル〕は彼の
支配地である王国において，またモテクソマツィン〔テノチティ
トラン王モテクソマ・イルウィカミナ〕とトトキワツィン〔トラ
コパン王トトキワストリ〕もそれぞれの王国において，臣下およ
び臣民を守るために最善を尽くした（実際，貢納をこの災害が続
いた期間に当たる６年間停止したのに加え，穀物庫に保管してあ
った１０～１２年分あるいはそれ以上のトウモロコシの備蓄をすべて
人々に分配し分け与えた）。だが，災害は止まず，３人は揃って
この状況のための最善の救済策をトラシュカラン〔トラスカラ〕
領と交渉することになった。メシコの神殿の神官もしくは太守た
ちは，神々が帝国に対しお怒りになっており，その怒りを鎮める
ためには多くの人間を生贄にする必要があり，常に神々の恵みを
得るためにはそれを恒常的に行うべきであると述べた。この見解
に強く反対したネサワルコヨツィンは，数多くの反論をした上で，
戦争の捕虜を生贄に処するだけで十分であろうと述べた〔…〕１２）。
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他方，年代記的な記述のチマルパイン『第七報告書』では，同じ飢饉に
ついて次のように記されている。
９の家の年，１４４９年
〔…〕また，この年は冷え込んだが，まだそれほどでもなかった。
１０の兎の年，１４５０年
この年は非常に冷え込み，そのため，５年間の飢饉が起こった。
最初の年は食べられるものが何も実らなかった〔…〕。
１１の葦の年，１４５１年
〔…〕飢饉２年目のこの年，既にチャルコではコヨーテとコンド
ルが人々を食糧とし始めていた。そして，あらゆる町，あらゆる
森，あらゆる草原で若い男や若い女が死んでいった。彼らの肉は
腐った肉となり，しぼんでいった。非常に激しい飢餓であった。
１２の火打石の年，１４５２年
この年は飢饉であった。
１３の家の年，１４５３年
この年には食べられるものが何も実らなかった。飢饉の４年目で
あった〔…〕。
１の兎の年，１４５４年
この年は，１の兎した（cetochhuilloc）と言う。この時，大勢が
死んだ。水不足による死であった。チャルコではコヨーテやジャ
ガーやコンドルが人を食うという事態になった。この年，特に飢
饉は激しくなった。古代のメシーカ人は身売りした。〔…〕４年
間，食べられるものは何も実らず，古代メシーカ人は身売りした。
このことをトトナカした（netotonacahuiloc）と言うが，それは
トウモロコシと引き換えにメシーカ人を買いに来たのが主にトト
ナカ人だったからである。またメシーカ人はクエシュトラン〔ワ
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ステカ地方〕からもトウモロコシを調達した。そして，もはや誰
も戦争はせず，ただ内にこもった。どこででも人が死に，誰にも
気づかれぬままコンドルがそれを食べていた。救われたのは雨が
降った所だけであった〔…〕１３）。
『第七報告書』では別の年に起きた様々な災害についても記述がある。
例えば，１４６４（「１１の火打石」）年には旱魃が起こり，「火の雨が降った（tonal-
tlequiah）」と形容されるほどの暑さで，さらには風で大木が倒されるなど
の被害があった。また，１４８８（「９の火打石」）年には，チャルコ地方で蝗
害があり，霧か雲のように見える蝗の大群がポポカテペトル山から降りて
きて，トウモロコシ畑に被害を与えた１４）。
こうした気候変動による災害以外の自然現象もクロニカには記されてい
る。征服以前の先住民社会では，地震や日蝕の記録も絵文書に記録されて
いたことから，そうした情報がこれら文書に転載されることになったと考
えられる。『第七報告書』では，日蝕，地震，火山の噴火といった出来事
が各年の出来事の記録の中に含まれている。日蝕は１４７８（「１２の兎」）年，１４９６
（「４の火打石」）年に起こり，地震は１４７９（「１３の葦」）年，１４９６（「４の火
打石」）年に起きたことが記載されている。また，１３４７（「１１の葦」）年と
１３６３（「１の葦」）年にはポポカテペトル山が噴火した１５）。
こうした記述にもかかわらず，常にクロニカの記述が今では失われた絵
文書の記載内容の忠実な写しであるとは限らない点にも留意しなければな
らない。例えば，アルバ・イシュトリルショチトルの『トルテカ人とチチ
メカ人に関する歴史報告書』には，トルテカ人の時代，「１の家」年に「日
蝕と月蝕が起こり，大地は揺れ，岩が砕けた」との記述がある１６）。しかし，
この年の出来事は，神による天地創造から５０００年ほど経った時に起こった
とされ，キリスト教的な文脈でキリスト受難と同時に新大陸でも不可思議
な現象が起こったという，著者による歴史的解釈が施された記述として提
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示されている。それゆえ，５２年に一度巡ってくるいずれの「１の家」年に
起こった出来事かまで特定することは難しい。
３．絵文書の記述
続いて絵文書の記録内容を見る。上述の通り，先スペイン期の絵文書は
ほとんど現存しないが，征服後，１６世紀中には征服以前からのトラクイロ
（絵師，絵文書作成者）の伝統が維持され，数多くの絵文書が残された。
征服以前の絵文書には暦や宗教に関する内容のものも多かったと考えられ
るが，征服後，キリスト教布教および異教撲滅が進められる中で記された
絵文書の多くは，編年史形式の絵文書（シウアマトル xiuhámatl）や土地
に関する絵文書（トラルアマトル tlalámatl），貴族家系や貢納の記録など，
征服前の宗教にあまり関わりのない内容のものであった。
いくつかのシウアマトルには，特定の年に見られた自然現象や災害の記
録が見られる。ここでは，『テレリアノ＝レメンシス絵文書 Códice
Telleriano-Remensis』１７）と『クルス絵文書 Códice en Cruz』１８）の例を挙げ，２
でみたクロニカの記述との照合を試みる。
『テレリアノ＝レメンシス絵文書』には，１４４７（「７の葦」）年，１５０３（「１１
の葦」）年，さらには１５１１（「６の葦」）年に大雪が降ったことが描かれて
いる（図１）。これに関するクロニカの記述は見当たらなかったが，この
絵文書自体にスペイン語の書き込みがあり，「７の葦の年，我々の暦では
１４４７年に，あまりの降雪のため人間が死んだ」，「１１の葦の年，１５０３年にミ
シュテカ地方のトラチキアコで大降雪があった」，「この〔１５１１〕年，大雪
があり，大地が３度揺れた」との補足情報がある１９）。
『クルス絵文書』には，１５００（「８の火打石」）年の出来事としてテノチ
ティトラン浸水が記録されている。テノチティトランの絵文字の上に水を
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表すシンボルが見られ，その中に家々が浸かっている様子が表現されてい
る（図２）。１５００年のテノチティトラン浸水に関する記述はクロニカにも
見られる。アルバ・イシュトリルショチトルの『ヌエバ・エスパーニャの
図１：１４４７年（左），１５０３年（中），１５１１年（右）の降雪の記録
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, pp.６７,８５,８８.
図２：１５００年のテノチティトラン浸水
出典：Dibble, Codex en Cruz,１９８１, ２ vols., Atlas, p.９.
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歴史』では，この浸水はコヨアカン近くのウィツィロポチコ（現メキシコ
市内チュルブスコ）にあったアクェクェシャトルという湧水場を開放した
ところ大量の水が流れ出たのがきっかけとなったこと，逃れようとしたメ
シーカ王アウィツォトルが扉の敷居で頭部を痛打し，これが原因でやがて
死に至ったこと，さらにはメシーカ人がテツココ王ネサワルコヨトルに水
を止める手立てを求めたことが述べられている２０）。
絵文書には，飢饉や疫病の記録も見られる。同じく『クルス絵文書』の
１４５４（「１の兎」）年と１４５５（「２の葦」）年の欄の上部には，肋骨の形が露
わになり口元に水の絵文字を伴った裸の人物の姿が見える。これは前節で
みた１４５０年代の大飢饉を表している（図３）。チマルパインによれば，１４５５
年には「多く雨が降り，我々の糧が実った」ものの，翌１４５６（「３の火打
石」）年には「食べられるもの，我々の糧が多く実った」一方で，「疫病で
多くが死んだ」との記述もあるため，メキシコ盆地内の地域によっては，
大飢饉の影響が１４５５～５６年まで続いた可能性があるとも考えられる２１）。ま
図３：１４５４～５５年の飢饉（右は該当する部分を拡大したもの）
出典：Dibble, Codex en Cruz,１９８１, ２ vols., Atlas, p.９.
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た，ディブルが指摘するように，年の名称や各年の開始月はメキシコ盆地
内で統一されていなかった２２）。それゆえ，『クルス絵文書』がテノチティ
トランではなくテツココの伝統に基づいて作成された絵文書であることを
考えれば，１年の違いは誤差のうちに含まれると言うこともできよう２３）。
なお，同じ飢饉は，『テレリアノ＝レメンシス絵文書』では，１４５４（「１の
兎」）年箇所に記載されている（図４）。また，同絵文書には，征服後の１５３８
（「７の兎」）年，天然痘の流行によって人々が死亡したことも記録されて
いる（図５）。
絵文書には，それ以外の自然現象の描写も見られる。『テレリアノ＝レ
メンシス絵文書』では，１４６０（「７の火打石」）年，１４６２（「９の兎」）年，１４６８
（「２の火打石」）年に，立て続けに地震が発生したことが記録されている
図４：１４５４年の飢饉
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, p.６７.
40
（図６）。いずれも，該当する年号の絵文字の下に「オリン ollin（動き）」
および「トラリ tlalli（大地）」を表す絵文字が記載されている。同様の地
震の記録は，１４８０（「１の火打石」）年，１４９５（「３の葦」）年，１５０７（「２
図５：１５３８年の天然痘の流行
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, p.９４.
図６：１４６０年（左），１４６２年（中），１４６８年（右）の地震
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, pp.６９,７０,７２.
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の葦」）年，１５１１（「６の葦」）年，スペイン人到来後の１５３０（「１２の兎」）
年，１５３３（「２の家」）年，１５３７（「６の家」）年，１５４２（「１１の兎」）年にも
見られる。また，天文に関わる記録として，１４７６（「１０の火打石」）年，１４９６
（「４の火打石」）年，１５０７（「２の葦」）年，１５１０（「５の兎」）年，１５３１（「１３
の葦」）の日蝕，１４９０（「１１の兎」）年の彗星の出現が記録されている（図
７，図８）。
図７：１４９６年の日蝕
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, p.８４.
図８：１４９０年の彗星出現
出典：Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis,１９９５, p.８２.
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これらのうち，チマルパインの『第七報告書』の記述と突き合せられる
ものを見ておきたい。チマルパインによれば，１４７９（「１３の葦」）年には，
地震が起こり，家や壁のみならず多くの山の崩落があった。また，１４９５年
にも地震があり，大地に多く亀裂が入ったと記述されている２４）。前者の年
号に１年のずれはあるものの，これらの地震は『テレリアノ＝レメンシス
絵文書』に記された，１４８０年および１４９５年の地震と同一と考えられる。
また，日蝕に関しては，チマルパインによれば，１４７８（「１２の兎」）年に
は，日蝕（ナワトル語では「太陽が食べられる yn cuallo tonatiuh」と表
現されている）があり，それはこの年の「１の動き」の日に起こったとい
う。この日蝕については照合が難しいが，１４９６年にも日蝕があったとチマ
ルパインは記録しており，こちらの方は『テレリアノ＝レメンシス絵文書』
（図７）と同一年の出来事であろう。ただし，チマルパインは，「すっかり
消えて夜〔のよう〕になった huellantimoman yhuan cenca tlayohuatimo-
man」と記しており，皆既日蝕だったことを示唆している２５）。これに対し，
『テレリアノ＝レメンシス絵文書』の日蝕はいずれも太陽が部分的にしか
消されておらず，単純に絵を解釈すれば部分日蝕と思われる２６）。しかし，
チマルパインの記述と照合する限りでは，絵文書の記録方法に皆既日蝕と
部分日蝕の区別はなかったという可能性を考えておかねばならない。
４．自然災害に関する記録の研究
近年，環境や自然災害への関心や危機感が高まり，とりわけ日本におい
ては２０１１年３月の東日本大震災によってその傾向はいっそう強くなった。
こうした問題への関心はメキシコにおいても以前から高く，いくつかの研
究成果が発信されてきた。メキシコにおけるこうした問題関心の主な理由
としては，メキシコ合衆国という国，とりわけその首都メキシコ市が位置
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するメキシコ盆地とその周辺地域が，歴史上，様々な自然災害に直面して
きたことが挙げられよう。
１４世紀前半にメシーカ人によって建設され，１６世紀に副王都となり，１９
世紀の独立後現在までメキシコ合衆国の首都であるメキシコ市（旧テノチ
ティトラン）は，古くから度重なる浸水に悩まされ，様々な水利事業が行
われてきた２７）。その最たる理由は，メキシコ盆地の地形にある。この盆地
には周囲の山々から流れ込む水の出口がなく，自然の排水がなされない。
干拓の結果，湖がほとんど消え去った現在でも，まとまった雨量を排水す
るのは難しく，雨期のメキシコ市内では冠水による道路の通行止めや家屋
の浸水が今も頻繁に起きる。また，メキシコの農耕は，征服以前から現代
にいたるまで天水に頼る部分がきわめて大きく，それゆえ，年毎の気候変
動の影響をとりわけ強く受ける。さらに，メキシコは地震国で，比較的最
近では１９８５年のメキシコ大地震を経験している。加えて，メキシコ中央部
にはメキシコ横断火山帯が位置することから，メキシコ盆地を囲む山々に
は火山が含まれ，先古典期のクイクイルコがシトレ火山の噴火によって地
中に封じ込められたことが通説とされてきたほか，２０００年や今世紀に入っ
てからもポポカテペトル山の噴火が続いている。
こうした事情を抱えるメキシコでは，災害防止やその被害をどう抑える
かという観点から過去の事例に学ぼうとする調査・研究がなされてきた。
自然現象やそれに伴う災害についての研究は，現代的要請という点からも
支持を得られやすく，メキシコの歴史研究における災害というテーマの扱
いにもある程度反映されてきたと言えよう。それゆえ，歴史記録に残され
た自然災害のデータはいくつかのまとまった研究として整理がなされてお
り，以下の二書はその代表的な成果と言える。
一つめは，メキシコを代表する歴史家フロレスカノが中心となって編纂
された『メキシコにおける旱魃の歴史的分析』である２８）。同書は，古代・
植民地時代・近代・２０世紀の４部構成で，旱魃被害とその影響を考察し，
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歴史記録に残された旱魃を一覧表にして提示している。このプロジェクト
は，日本の農水省に相当する省庁（当時の農業水産資源省，現在の名称は
農業・畜産・農村発展・漁業・食糧省）のもとでなされた。メキシコ各地
を対象にはしているが，分析内容・記録の一覧ともにメキシコ盆地の事例
が大半を占めている。
もう一つのまとまった成果は，『メキシコにおける農耕被害』第１巻で
ある２９）。ペレス・セバージョスら人類学者と民族史学者が異常気象による
農作物被害の歴史記録を調査したもので，先スペイン期と植民地時代（９５８
～１８２２年）を対象としている。その特徴は，各種史料に広く当たり，多く
の情報を一覧にして提供している点にある。とりわけ，植民地時代に関し
ては，未出版の各地の文書館史料が多く利用されている。先スペイン期に
ついては，絵文書や記録文書の記述を中心に，９５８年～１５１８年まで１１３件の
被害事例が，史料の引用文や絵文書の記載事項の簡潔な解説とともに一覧
になっている。前述の通り，天水への依存率が高いメキシコの農耕被害の
歴史を振り返ることは，現代の農業生産にも役立ち得るという観点から，
こうしたテーマの研究も現代的要請に基づくものと言える。
以上二つの著作を見ると，先スペイン期（主に後古典期）から植民地時
代を経て現代にいたるまで，幅広い災害記録が史料として残されているこ
とがわかる。とはいえ，これら史料の問題点も予め踏まえておかねばなら
ない。最大の難点は，上で見た具体的な記述内容からもわかるように，個々
のデータの質の問題である。例えば，地震の記録一つを取り上げても，史
料に残された記述は質的なばらつきがある。メキシコにおいて地震の計測
がなされ始めたのは２０世紀初頭であり，それ以前の歴史記録はあくまでそ
の状況や被害の抽象的な描写にとどまり，具体的な地震の強さや地域的広
がりについて明記されているわけではない３０）。にもかかわらず，先スペイ
ン期の他の時代や地域に比べ，後古典期メキシコ中央部の史料および情報
量の多さは特筆に値する。
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これらの研究成果によって，出来事の一覧が提示されていることは重要
である。しかしながら，個々の出来事を調査・分析する上では，あらため
て史料の記述を慎重に見直すことが必要になる。５．ではこの点を論じる
ことにしたい。
５．一次史料の利用
上に挙げた二書は，時系列に数多くの災害の事例を一覧として参照でき
るようにしたという点で貴重な研究成果である。だが，すべての史料を網
羅しているわけではなく，本稿の前半で引用したような個々の文書を直接
参照することによって，これら包括的研究では抜け落ちている情報も得る
ことができる。
具体例を見てみたい。表１は前述の『メキシコにおける農耕被害』から，
本稿の２．および３．で触れた１５世紀半ばの大飢饉に関わる箇所（史料の引
用文を除く）を抜粋して一覧表にしたものである。
同書では『テレリアノ＝レメンシス絵文書』は図版として挿入されてい
るものの，本稿の２．で引用したチマルパインの『第七報告書』の記述は
反映されていない。これには背景となる事情があり，チマルパインの『第
七報告書』のナワトル語原文を含む研究者向けの詳細な注釈のついた決定
版が出版されたのは，『メキシコにおける農耕被害』の出版と同じ年であ
った。実際，同書では表１に挙げた以外の箇所でチマルパインを引用して
いるものの，原典となっているのは不完全な１９６５年の西語訳の版である３１）。
だが，２．で引用したように，チマルパインの記述には人々の餓死の状況
に関する描写などの追加的情報が含まれている。換言すれば，史料の発掘
・出版が進むにつれて利用できる史料も「更新」されていくことになる。
同じくペレス・セバージョスらの著作では引用されていないが，アルバ
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*No. 年 場所 内容 **史料
２１ １４４８～４９年 メキシコ盆地 浸水・飢饉・寒冷・不作 I
２２ １４４９年頃 テノチティトラン 浸水・治水事業・予防策 G
２３ １４５０年 テノチティトラン 浸水・飢饉・雨不足・不作 I
２４ １４５０年 メキシコ盆地 不作・旱魃 K
２５ １４５０年 メキシコ盆地
降雪・建造物被害・風邪の
流行・死者・不作
F
２６ １４５０～５４年 メキシコ盆地 飢饉 E
２７ １４５０～５４年 メキシコ盆地 飢饉・貧窮 E
２８ １４５０～５４年
テペアカ（プエブラ州）・
アコルワカン（メキシコ州）
飢饉 D
２９ １４５１年頃
テノチティトラン，
メキシコ盆地
飢饉・貧窮・死者・移住 G
３０
１４５１年
（１１の葦）
イダルゴ州トゥーラ 降雪 C
３１
１４５１年
（１１の葦）
トラスカラ 寒冷 H
３２ １４５１年 メキシコ盆地
種子不足・浸水・飢饉・貧
窮・困窮・不作
I
３３ １４５１年 メキシコ盆地 降雪 J
３４ １４５２年 メキシコ盆地 降雪 K
３５ １４５２～５４年 メキシコ盆地 飢饉・大雨 K
３６
１４５３年
（１３の家）
メキシコ盆地 降雪 B
３７
１４５３年
（１３の家）
メキシコ盆地 降雪 A
３８ １４５３～５５年
テノチティトラン，
メキシコ盆地
寒冷・乾燥・飢饉・浸水・
死者・困窮・移住
G
３９
１４５４年
（１の兎）
イダルゴ州トゥーラ 飢饉・凶作・死者 C
４０ １４５４年頃 メキシコ盆地
豊作・大雨・浸水・宗教的
対応
G
４１
１４５４年
（１の兎）
メキシコ盆地 飢饉・疫病 B
４２
１４５４年
（１の兎）
メキシコ盆地 飢饉・貧窮 A
表１ 『メキシコにおける農耕被害』に収められた大飢饉に関する情報
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ラード・テソソモクの『クロニカ・メヒカーナ』にもこの時の状況につい
て述べている箇所がある。テソソモクは，チマルパインと同様のナワトル
語表現を挙げ，「メシーカ人の古老たちはこの飢饉と死を“１の兎した ne
４３ １４５４年 メキシコ盆地
災害・疫病・飢饉・困窮・
死者・その他自然現象・貢納
F
４４ １４５４年 メキシコ州チャルコ 飢饉・困窮・貢納 F
４５ １４５４年
テノチティトラン，メキシ
コ盆地
建造物被害・飢饉・降雪・
寒冷・困窮・旱魃
K
４６ １４５４年 ベラクルス州ミサントラ 凶作・欠乏 K
４７ １４５４年 ミチョアカン
寒冷・トウモロコシ不足・
飢饉・困窮
K
４８
１４５４～５６年
（１の兎）
トラスカラ
乾燥・トウモロコシ不足・
飢饉・移住
H
４９
１４５５年
（２の葦）
メキシコ盆地 飢饉・疫病 B
５０
１４５５年
（２の葦）
メキシコ盆地 飢饉・死者 A
*No.は『メキシコにおける農耕被害』の中での項目番号。
**史料については以下の通り。
A：『オバン文書 Códice Aubin』
B：『クルス絵文書 Códice（Codex）en Cruz』
C：『トゥーラ年代記 Anales de Tula』
D：『フィレンツェ文書 Códice Florentino』
E：サアグン『ヌエバ・エスパーニャ総覧 Historia general de las cosas de Nueva
España』
F：フェルナンド・デ・・アルバ・イシュトリルショチトル『ヌエバ・エスパ
ーニャの歴史（チチメカ人の歴史）Histria general de Nueva España（Histo-
ria de la nación chichimeca）』
G：アグスティン・ベタンクール『メキシコの出来事 Teatro mexicano. Descrip-
ción breve de los sucesos ejemplares, históricos, políticos, militares y religiosos
del Nuevo Mundo Occidental de las Indias』
H：フアン・ブエナベントゥラ・サパタ・イ・メンドサ『高貴なるトラスカラ
市の年代記 Historia cronológica de la noble ciudad de Tlaxcala』
I：フランシスコ・ハビエル・クラビヘロ『メキシコ古代史 Historia antigua de
México』
J：文書館の史料
K：現代の研究
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çe toch huiloc”，また別の者たちは“トトナカした ne totonaca huiloc”と
名付け，そう呼んだ」と述べ，移住したメシーカ人は８割もいたと書き残
している３２）。８割という数字に明確な根拠はないと思われるものの，上記
のような独特のナワトル語の表現がなされていたことは興味深い。このよ
うに，従来の成果には含まれていない史料も利用していくことで，追加情
報を得られる場合がある。
他方，史料の利用に際しては，絵文書の解釈はもちろんのこと，クロニ
カの読み方に関する研究に大きな変化が見られることにも留意しておく必
要がある。かつてクロニカは，しばしば「データを取り出すための情報源」
と見なされた。しかし，１９９０年代以降のメキシコ史研究では，先住民史料
についても，従来「史料」と呼ばれてきた文書そのものの批判的読みが本
格化した。実際，それら「史料」の多くは実際の出来事（先スペイン期の
出来事）よりも数十年あるいは百年以上後の植民地時代に書かれたもので
あり，その情報を無批判に鵜呑みにはできないということがわかってき
た３３）。歴史叙述の研究成果が積み重ねられたことから，「データを取り出
すための情報源」としての扱いがかつて主であった史料の本格的な「解読」
がなされてきたのである。すなわち，これら「史料」は，特定の歴史的出
来事に関して記録者の解釈や操作が加えられた結果であるということが明
らかになり，いっそう慎重な史料批判の上に用いることが求められつつあ
る。このことは，上述のフロレスカノやペレス・セバージョスらの集大成
的仕事の意義を決して否定するものではないものの，彼らが利用した史料
そのものの批判的検討に加え，それ以降に利用可能となった新たな史料も
批判的に参照していくことで，さらなる情報が得られる可能性が広がると
ともに，改めて情報の吟味が可能になると言えるだろう。
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おわりに
本稿では，クロニカおよび絵文書に記された自然現象及び自然災害の具
体的な記録内容を見た上で，原史料を参照することで，従来の全般的な研
究に加えて追加情報が得られる点，それら史料も「更新」され，新たな読
みがなされてきている点を指摘した。最後に，これら史料を活用して今後
の研究がどのように進展し得るかについて簡潔な展望をまとめておきたい。
史料の記述を詳しく見ることで，征服以前の先住民が自然現象や災害を
どのように理解し，思想面で位置づけていたかを知ることが可能になる。
近年の成果には，先スペイン期の宗教概念と自然現象・自然環境にまたが
るテーマの研究が少なくない。例えば，ブローダは，気象とメソアメリカ
先住民の宇宙観を結びつける研究書，高山に位置する儀礼空間に関する共
同研究の成果，古代から現代までの農耕儀礼と宇宙観に関する論文集を公
刊している３４）。また，２００９年に出版されたロハス・ラビエラの研究書は，
先スペイン期の水の使用とそれに関わる技術的側面を研究・分析する一方
で，水のシンボリズムが社会にどのように関わっていたのかを考察するこ
とにも大きな比重を置いている３５）。これらの研究の他にも，とりわけメキ
シコの学界では，先スペイン期とりわけメシーカ社会の宗教・神話・世界
観に関して長年の研究の蓄積が見られる３６）。
また，２００６年にプティ＝ブルイユ・セプルベダが上梓した『イスパノア
メリカにおける自然と災害―先住民の見方』という研究書は，メソアメリ
カ，中間領域，アンデスを厳格に区別することなく論じているという問題
点は残るものの，自然と宗教を結びつけて論じるという見方を明瞭に示し
ている３７）。この観点は，ラテンアメリカの環境史研究において，ミラーが
アステカ社会を「自然との調和に基づいたものではなく，自然の活用に基
づいたものであった」と評したのとは対極に位置するものと言える３８）。メ
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ソアメリカの人々の宗教や思考様式をいくらか検討すれば，ミラーの指摘
が正鵠を射ていないことは容易に想像がつく。メシーカ人は湖環境を改変
する一方で，水に対する畏怖の念や水に関わる神々の崇拝や儀礼を彼らの
思想の中にしっかりと組み込んでいた３９）。メシーカ社会における環境と思
想の密接な関係性は，歴史学者ロペス・アウスティンと考古学者ロペス・
ルハンが２００９年に著した『聖なる山，テンプロ・マヨール』からも見て取
られる４０）。
自然現象や自然災害に関わる個別事例を研究する際，史料の記述の慎重
かつ細かな検証によって，従来の研究では拾い上げられていない詳細な情
報やその把握の仕方を知ることが可能になる。実際に起こった出来事をた
だ事実として提示するにとどまらず，当事者たちの思考や思想との関わり
も考察することで，先スペイン期の人々と自然の関係をより幅広く解明し
ていくことが可能になるのではないだろうか。
謝辞：本稿は文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究「環太平洋の環境文明史」，
計画研究 A０２「メソアメリカ文明の盛衰と環境の通時的研究」（代表：茨城大学 青山
和夫，課題番号２１１０１００３）の研究成果の一部である。
注
１）メソアメリカでは前２０００年頃から様々な文化が栄えたが，アステカはヨーロッパ
人に侵略される以前の最後の時期に相当する。なお，「アステカ王国（帝国）」は１８
世紀以降に使われ始めた用語で，学術的には必ずしも正確なものではない。実際に
は，それぞれに王（トラトアニ）を戴く３つの都市国家（テノチティトラン，テツ
ココ，トラコパン）から成る三都市同盟（エシュカン・トラトロヤン）による支配
体制を指す。
２）先スペイン期からの農法によるチナンパが残されている市南部のソチミルコとあ
わせ，「メキシコ市歴史地区およびソチミルコ」として１９８７年にユネスコ世界遺産に
登録されている。
３）Hernán Cortés, Cartas de relación , México, Porrúa（“Sepan cuantos...”, ７）,１９９４;
Bernal Díaz del Castillo, Historia verdadera de la conquista de Nueva España , México,
Porrúa（“Sepan cuantos...”, ５）,１９９４; Conquistador Anónimo, Relación de la Nueva
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España , ed. de Jesús Bustamante, Madrid, Polifemo,１９８６．
４）メキシコ盆地とその近隣について，現存する絵文書のうち，１５２１年以前に作成さ
れた可能性があるのは，『オバンの年の書 Tonalámatl de Aubin』と『ブルボン絵文書
Códice Borbónico』の２編だけである。José Alcina Franch, Códices mexicanos, Madrid,
Mapfre,１９９２, p.１８．
５）最古のものとしては，文中に１５２８年という記載のある『トラテロルコ年代記 Anales
de Tlatelolco』がしばしば挙げられるが，テーナは原文の作成が１５６０年頃で，現存す
るのは１６２０年頃の写本であるという説を提示している。Rafael Tena（ed．）, Anales de
Tlatelolco, México, CONACULTA,２００４, pp.１４―１５．
６）先住民クロニカをめぐる問題点については，次を参照されたい。拙稿「植民地時
代メキシコの先住民クロニカ（上）」『専修人文論集』第８８号，２０１１年，７７～９５頁。
同「植民地時代メキシコの先住民クロニカ（下）」『専修人文論集』，第８９号，２０１１年，６１
～８２頁。
７）Diego Durán, Historia de las Indias de Nueva España e islas de Tierra Firme, ed. de
Rosa Camelo y José Rubén Romero, México, CONACULTA,１９９５, ２ vols. ; Juan de
Torquemada, Monarquía indiana , México, UNAM,１９７５―８３, ７ vols.
８）Bernardino de Sahagún, Florentine Codex : General History of the Things of New
Spain , Trans. by Charles E. Dibble and Arthur J. O Anderson, Salt Lake City, Univer-
sity of Utah Press,１９５０―８２,１３vols. ; Bernardino de Sahagún, Historia general de las
cosas de Nueva España , ed. de Alfredo López Austin y Josefina García Quintana, Mé-
xico, CONACULTA,２０００, ３ vols.
９）Fernando Alvarado Tezozómoc, Crónica mexicáyotl , trad. de Adrián León, México,
UNAM,１９９２; Hernando de Alvarado Tezozomoc, Crónica mexicana , ed. de Gonzalo
Díaz Migoyo y Germán Vázquez Chamorro, Madrid, Historia１６,１９９７．
１０）Fernando de Alva Ixtlilxóchitl, Obras históricas, ed. de Edmundo O’Gorman, México,
UNAM,１９８５, ２ tomos.
１１）『歴史報告書集』に含まれるのは，「第一報告書 Primera relación」から「第八報告
書 Octava relación」までの８編と「クルワカン市創設に関する覚書Memorial breve a-
cerca de la fundación de la ciudad de Culhuacan」であり，その大半は年代記風に年毎
の出来事を記述していく形式で書かれている。また，『日記』はチマルパインと同時
代の出来事を含むためこのように呼ばれているが，１５７７年から１６２４年に関して同じ
ように年代記形式で記述されたものである。Domingo Francisco de San Antón Muñón
Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Octava relación , ed. de José Rubén Romero Galván,
México, UNAM,１９８３; Memorial breve acerca de la fundación de la ciudad de Culhua-
can , ed. de Víctor Manuel Castillo Farreras, México, UNAM,１９９１; Primer amoxtli li-
bro. 3a relación de las différentes histoires originales, ed. de Víctor M. Castillo Farreras,
México, UNAM,１９９７; Séptima relación de las Différentes Histoires Originales, ed. de
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Josefina García Quintana, México, UNAM,２００３; Primera, segunda, cuarta, quinta y
sexta relaciones de las Différentes Histoires Originales, ed. de Josefina García Quintana,
Silvia Limón, Miguel Pastrana y Víctor M. Castillo Farreras, México, UNAM,２００３;
Annales of His Time, ed. and trans. by James Lockhart, Susan Schroeder and Doris
Namala, Stanford, Stanford University Press,２００５．
１２）Alva Ixtlilxóchitl, Obras históricas,１９８５, tomo ２, pp.１１１―１１２．〔 〕内は本稿の筆者
による注釈および省略箇所。
１３）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, pp.１１６―１２０. ナワトル語テキ
ストからの拙訳。〔 〕内は本稿の筆者による注釈および省略箇所。
１４）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, pp.１２８,１６８．
１５）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, pp.５４,６０,１４４,１７４．
１６）Alva Ixtlilxóchitl, Obras históricas,１９８５, t. １, p.２６５．
１７）『テレリアノ＝レメンシス絵文書』は，『ヴァティカン A絵文書（リオス絵文書）』
と重複した内容を含む絵文書。かつては後者が前者の写本と考えられたが，今日で
は，現存しない『ウィツィロポチトリ絵文書』を元に１５６０年代前半に作成された異
なる写本と考えられている。『テレリアノ＝レメンシス絵文書』には欠けているペー
ジがあるが，『ヴァティカン A絵文書』とあわせることで１１８５～１５６２年までの歴史的
出来事が記録されていることが確認される。Alcina Franch, Códices mexicanos,１９９２,
pp.８５―９０．
１８）『クルス絵文書』は，サン・アンドレス・チアウトラで作成されたと考えられるこ
とから『サン・アンドレス・チアウトラ年代記 Anales de San Andrés Chiautla』とも
呼ばれる。１４０２～１５５７年までの出来事を記録しており，アルバ・イシュトリルショ
チトルが参照した絵文書の一つと考えられている。Alcina Franch, Códices mexicanos,
１９９２, pp.８５―９０; Charles Charles E. Dibble, Codex en Cruz. University of Utah Press,
Salt Lake City,１９８１, ２ vols., Vol. １, pp. １,４．
１９）Eloise Quiñones Keber, Codex Telleriano-Remensis : Ritual, Divination, and History
in a Pictorial Aztec Manuscript , University of Texas Press, Austin,１９９５, pp.８５,２２８．
２０）Alva Ixtlilxóchitl, Obras históricas,１９８５, t. ２, p.１６７．
２１）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, p.１２０．
２２）Dibble, Codex en Cruz,１９８１, vol. １, p.６．
２３）実際，チマルパインが１４５５年とする降雨も，『クルス絵文書』では１４５６年の出来事
として記載されている。
２４）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, pp.１４４,１７４．
２５）Chimalpain Cuauhtlehuanitzin, Séptima relación ,２００３, p.１７４．
２６）同じ系統に属する『ヴァティカン A絵文書』の日蝕の描き方もこれと同様である。
Ferdinand Anders, Maarten Jansen y Luis Reyes García（eds．）, Códice Vaticano A
3738 , AkademischeDruck-und Verlagsanstalt/FCE, Graz, Austria/México,１９９６, fols.
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８７r,８７v.
２７）Francisco de Garay, El Valle de México. Apuntes históricos sobre su hidrografía , Mé-
xico, Oficina Tip. de la Secretaría de Fomento,１８８８; Josefina García Quintana y José
Rubén Romero Galván, México Tenochtitlan y su problema lacustre, México, UNAM,
１９７８; Jorge Gurría Lacroix, El desagüe del valle de México durante la época colonial ,
México, UNAM,１９７８．
２８）Guadalupe Castorena, Elena Sánchez Mora, Enrique Florescano, Guillermo Padilla
Ríos y Luis Rodríguez Viqueira, Análisis histórico de las sequías en México. Secretaría
de Agricultura y Recursos Hidráulicos, México,１９８０.
２９）Virginia García Acosta, Juan Manuel Pérez Zevallos y América Molina del Villar, De-
sastres agrícolas en México. Catálogo histórico, tomo I : Épocas prehispánica y colonial
（958―1822）. FCE/CIESAS, México,２００３．
３０）García Acosta et al., Desastres agrícolas en México,２００３, p.２４．
３１）Francisco de San Antón Muñón Chimalpahin Cuauhtlehuanitzin, Relaciones originales
de Chalco Amaquemecan , ed. de Silvia Rendón, México, FCE,１９６５．
３２）Alvarado Tezozomoc, Crónica mexicana ,１９９７, p.１９０．
３３）その例としては，以下を参照されたい。Yukitaka Inoue Okubo, “Crónicas indígenas :
una reconsideración sobre la historiografía novohispana temprana”, en Danna Levin
Rojo y Federico Navarrete Linares（coords．）, Indios, mestizos y españoles. Intercul-
turalidad e historiografía en la Nueva España , México, UAM/UNAM,２００７pp.５５―９６;
拙稿「メキシコ先住民史料の利用と史料観」『歴史科学』２０４号，大阪歴史科学協議
会，２０１１年，３９～５４頁。また，メキシコ国立自治大学を中心とする主に１９９０年代の
研究の進展を示すまとまった成果として次の研究書がある。José Rubén Romero Gal-
ván（coord．）, Historiografía mexicana I : Historiografía novohispana de tradición indí-
gena , México, UNAM,２００３．
３４）Beatriz Albores and Johanna Broda（coords.）. Graniceros. Cosmovisión y meteorolo-
gía indígenas de Mesoamérica , México, El Colegio Mexiquense/UNAM, １９９７; Jo-
hanna Broda, Stanislaw Iwaniszewski y Arturo Montero García（coords．）, La montaña
en el paisaje ritual , México, CONACULTA/INAH,２００１; Johanna Broda y Catharine
Good Eshelman（coords．）, Historia y vida ceremonial en las comunidades mesoameri-
canas. Los ritos agrícolas, México, INAH/UNAM,２００４．
３５）Teresa Rojas Rabiela, José Luis Martínez Ruiz y Daniel Murillo Licea, Cultura hi-
dráulica y simbolismo mesoamericano del agua en el México prehispánico , México, Insti-
tuto Mexicano de Tecnología de Agua/CIESAS,２００９．
３６）Jesús Monjarás-Ruiz（coord．）, Mitos cosmogónicos del México indígena . INAH, Mé-
xico,１９８７; Alfredo López Austin, Tamoanchan y Tlalocan . FCE, México,１９９４; Sonia
Lombardo y Enrique Nalda（coords．）, Temas mesoamericanos. INAH, México１９９６.
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Johanna Broda y Félix Báez-Jorge（coords．）, Cosmovisión, ritual e identidad de los
pueblos indígenas de México. CONACULTA/FCE, México,２００１
３７）María Eugenia Petit-Breuilh Sepúlveda, Naturaleza y desastre en Hispanoamérica. La
visión de los indígenas, Madrid, Sílex,２００６．
３８）Shawn William Miller, An Environmental History of Latin America , Cambridge,
Cambridge University Press,２００７, p.２３．
３９）拙稿「アステカ社会における環境利用と自然観―湖の開発，水と山の儀礼―」，坂
井正人・鈴木紀・松本栄次編『ラテンアメリカ』，朝倉世界地理講座―大地と人間の
物語―１４，朝倉書店，２００７年，７４～７９頁。
４０）Alfredo López Austin y Leonardo López Luján, Monte Sagrado-Templo Mayor , Mé-
xico, INAH/UNAM,２００９．
